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研究報告・ワークショップ実施報告： 

土壌や堆積物から単離した微細石英の酸素同位体比を調べることで土壌や堆積物の起源物質を

同定し，起源の違いが土壌機能に及ぼす影響を解明することを目的とした。 

2021 年度前期には、最終氷期最盛期（LGM）前後に堆積した泥炭土（福井県水月湖付近）から

単離した石英の酸素同位体比を貴研究所の安定同位体比測定用質量分析装置を用いて測定し，δ

18O 値を算出した。前年度には測定値が 20‰と黄砂の予想値（15～17‰）を大きく超えたため、重

液分離により石英から不純物（珪藻の SiO2殻）を取り除いて再度酸素同位体比の測定およびδ18O

値を行った。その結果、測定値がほぼ 17‰となったことから、石英自体は主に黄砂由来であるこ

とを確かめることができた。 

2021 年度後期には、北関東から南東北地方に分布する黒ボク土から単離した微細石英のδ18O 値

を算出した。重液分離により軽比重な不純物（クリストバライト）を取り除いた後にもかかわらず

値が 10～15‰の範囲で大きく変動したため、黄砂以外に現地性の火山性石英が含まれていること

が強く示唆された。黄砂由来石英のδ18O 値（δ18Oad）を 16‰、現地性の石英のδ18O 値（δ18Oig）

を 9‰と仮定し、それぞれの給源を由来とする微細石英の量（Qzad_<20 µm、Qzig_<20 µm）を下記の連

立方程式から求めた。その結果、微細雲母量は黄砂由来の石英量とのみ高い正の相関を示したこと

から、その主な給源が黄砂である可能性が強く示された。 

 

δ18Oad × fad  + δ18Oig × fig = δ18Omix (‰)  [1]  

fad + fig = 1   [2] 

Qzad_<20 µm (g kg soil-1) = Qz<20 µm (g kg soil-1) × fad  [3] 



Qzig_<20 µm (g kg soil-1) = Qz<20 µm (g kg soil-1) × fig  [4] 

 

 

 

 

 

 

 

以上の成果の一部はすでに学術論文として Science of the Total Environment に投稿済みであり、

現在審査中となっている。 

図 基盤地質の異なる黒ボク土に含まれる微細雲母量と微細石英量との関係。

（左）黄砂由来の石英との関係、（右）現地性の石英との関係 


